
付録資料　　348

八王子市大横町の平音次郎宅での
車人形試演会開催を報告する記事
昭和３（1928）年7月17日
東京日日新聞
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三越呉服店で開催された「武蔵野今昔の会」
で車人形が披露されたことを伝える記事
昭和4（1929）年1月22日　東京日日新聞

新宿クラブでの「車人形を観る会」開催を知
らせる記事　
昭和７（1932）年4月29日東京朝日新聞
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年 月 日 新聞社 見出し 備考
1912 1 29 朝日 朝 演げい風聞録
1913 6 26 朝日 朝 演げい風聞録　冠十郎威張る

1924 5 25 東京日日 廃滅の江戸芸術車人形　逍遥博士に見いだされ来月上旬東京で
公演

1924 5 25 国民 江戸の面影車人形近く公演　廃滅の江戸藝術　車人形　逍遥博
士に見出され来月上旬東京で公演

1924 6 国民 人形芝居を現代化すべき　資料としての車人形（上）（下）坪
内逍遥

1928 7 17 東京日日 日本一の折紙つきで世に出る郷土芸術「車人形」廃り行く人形
遣いと説経師 記事画像掲載

1928 7 27 朝日 朝 「車人形」を観る（上）／日高只一
1928 7 28 朝日 朝 「車人形」を観る（下）／日高只一

1929 1 20 東京日日 武蔵野を偲ぶ数々の珍品「武蔵野今昔の会」けふから二十八日
まで 記事画像掲載

1929 1 22 東京日日 車人形お目見得
1932 4 29 朝日 朝 車人形を見る会 記事画像掲載

1933 7 10 不気味な沈黙にぞっと身をふるわせた　人形芝居の楽屋　物言
わぬ人形の首の行列　前田青邨

1933 12 4 文楽人形小話　第一回興行中心に　三宅周太郎
1934 9 5 東京日日 「街のたより」
1935 10 12 東京日日 郷土芸術運動

1936 1 23 東京日日 武蔵野の郷土芸術　車人形の家元 “情実” を超えて埼玉から八
王子へ

1936 10 30 東京日日 車人形浄瑠璃　AK（東京放送局）から放送
1937 4 15 東京日日 観光祭に「車人形」郷土色豊かに公演と決る

1937 6 22 朝日 夕 趣味・娯楽／おどる人形集（１）／女には足がない文楽と淡路
の手繰り

1937 6 29 東京日日 「車人形」の名の起り　郷土史家に面白い研究題目

1942 3 3 読売 農村女性の心構え　女流作家に聴く　一　「らしく」を完成　
語る人　林芙美子さん

1942 読売 農村女性の心構え　女流作家に聴く　二　「車人形」に親しめ　
語る人　川上喜久子さん

1942 読売 農村女性の心構え　女流作家に聴く　三　生きる道の創造　語
る人　壷井榮さん

1942 読売 農村女性の心構え　女流作家に聴く　四　良さを大切に　語る
人　眞杉静枝さん

1942 読売 農村女性の心構え　女流作家に聴く　五　よき母となれ　語る
人　山川朱美さん

1942 読売 農村女性の心構え　女流作家に聴く　終　女の生きる道　語る
人　吉屋信子さん

1950 10 9 興亡岐路の八王子車人形
1952 2 15 車人形などの保護を申請　南都に伝わる郷土芸能五つ
1953 11 14 朝日 朝 （13）車人形

1954 2 23 読売 夕 ［私のコレクション］首人形　石川
ママ

丑之助（44）さん 石井丑之助

1956 3 25 読売 夕 劇団プーク郷土人形を使う
1956 3 31 読売 朝 ［編集手帳］

新聞リスト
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1962 4 30 朝日 車人形を新しい児童劇に　秋間老人、滅びゆく郷土芸能に活　
まず「サルカニ合戦」で　浄るりに代るコーラス

1964 9 5 読売 夕 ［民俗芸能めぐり］44　八王子市の “車人形”
1965 7 3 朝日 朝 「車人形」が西独へ　ミュンヘン市立博物館に寄贈 秋間一昇座
1965 7 3 読売 朝 ［いずみ］ 秋間一昇座
1969 10 9 朝日 朝 失われた無形文化財　八王子車人形の座元　西川古柳さんの死
1970 5 21 朝日 朝 「車人形」を記録映画に　一年がかりで完成　久米井さん

1971 8 9 朝日 朝 本格的研究まとまる　八王子の久米井さん　独特の農民芝居「武
蔵車人形」　自費出版を計画　通説・大家の誤り指摘

1972 6 16 読売 夕 ［ステージ］層の厚さを再認識　女義太夫と地方の人形芝居

1977 海を渡る「八王子車人形」モスクワ「世界大会」へ　五月末出
発　米建国祭にも参加

1978 1 ショッパー (八王子百景　祭り・民俗行事　車人形(清姫道行)高橋清和(下
恩方町

1978 4 20 朝日 グループを歩く　西川古柳一座　遣い手の表情、人形そのまま

1978 6 暮らしの新
聞

「明日をあやつる」東京都無形文化財八王子車人形　四代目家
元　西川古柳さん

1979 2 16 八王子に生きる　車人形一筋に

1980 12 22 朝日 「説経節」復活した！女性ヘルパー激励、立ち直る　失意30年、
美声戻る　若松若太夫

1981 1 25 東京 八王子車人形　中南米5カ国で公演へ　” 民俗芸能の紹介だ”　
28日出発　最後の仕上げに励む

1981 4 24 朝日 生きている人形芝居展
1981 11 18 毎日 民権運動の熱気、ポスターに　八王子　身障青年の力作、好評
1981 11 文化 加治東公民館で八王子車人形公演
1982 10 28 読売 車人形・説経浄瑠璃　来春楽しみ復活公演八王子に後援会が発足

1982 11 14 朝日 ヤングに人気、古典、大衆芸能　３ヵ所でブックフェア　売れる”
参考書”

1982 11 24 東京 復活の鐘鳴る「八王子車人形」
1983 3 25 読売 夕 車人形と説経節　国立劇場が民俗芸能公演30日と31日
1983 3 31 朝日 八王子の「車人形」と「説経節」国立劇場で伝統芸をご披露
1983 4 6 読売 創刊郷土芸能のとりで　八王子車人形説経浄瑠璃の会

1983 5 31 読売 ズラリなつかしい娯楽　八王子市郷土資料館　大衆劇団、車人
形、地芝居など　衣裳やビラ展示

1983 The Daily 
Yomiuri ‘Kuruma Ningyo’ Plays At National Theater

1983 広報はちお
うじ (郷土芸能「車人形」)

1983 郷土に生きる人形芝居公演　８・９日国立劇場
1983 郷土の人形芝居集める　国立劇場の民俗芸能公演
1984 3 7 読売 夕 車人形の唐人おきち　民族楽団「ふきの会」
1984 3 12 読売 夕 変身テーマに　芸団協第10回公演　13日から国立劇場

1984 8 31 読売 朝 ハンデ乗り越え　人形劇　手話で歌も歌います　デフ・パペッ
トシアター・ひとみ

1985 4 27 毎日 ヤングヤング　車人形　津軽三味線と共演も
1985 8 7 読売 朝 ［行ってみました］奥多摩郷土資料館　野生が息づく奥座敷
1985 10 3 朝日 夕 新人国記　'85 東京都　土着の色・時代の色
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1986 3 14 東京 夕 奥多摩の伝統芸　国立小劇場で晴れ姿　意気上がる八王子車人
形一座

1986 4 車人形　西川古柳座　来月2度目の海外公演　スリランカなど
３か国へ

1987 5 7 朝日 江戸アニメ写し絵　本になる　伝承者・小林さん　研究書を出版　
幻となった庶民芸能すべてを浮き彫りに

1987 8 東京タイム
ズ 絵筆三代　鈴木信太郎画伯の明治・大正・昭和

1987 10 朝日 守り育てよう　八王子車人形　前市長らが発起人　後援会ス
タートけいこ場こけら落としの12日

1988 1 5 産経 多摩を拓く　伝統芸能　車人形に取り組む小山めぐみさん(26)　
魂を魅せられて　感動で跳びこんだ　修業はこれから

1988 3 26 アサヒタウ
ンズ よみがえった川野の車人形　待ちに待った日

1988 6 21 読売 夕 アジアで初世界人形祭　海外２５か国、３１劇団　日本の文楽、
車人形も

1988 10 1 広報はちお
うじ 八王子川野初共演２つの車人形　受け継がれる伝統芸能

1988 11 18
EL DIARI 
DEL 
FESTIVAL

 HACHIOJI KURUMANINGYO

1988 12 21 読売 八王子車人形　笹野逸代さん27 ズシリ130年の伝統芸
1989 4 2 読売 清流　再び車人形と国際交流

1989 5 11 MY TOWN
まごころ

全日本郷土芸能協会会員八王子車人形家元四代目　西川古柳さ
ん

1989 7 11 読売 八王子車人形フランスへ　研究所から招へい　家元の西川さん
父子　専門家に実技指導

1989 7 19 読売 夕
八王子車人形人形師の西川様　セミクジラのヒゲどうぞ　府中　
競馬用鞭職人　鈴木高志　どっと１３キロ寄贈　西川さん大喜
び　仕掛け用に不可欠

1989 7 21 クレッシェ
ンド 八王子車人形と文化の継承

1989 8 26 読売 仏で八王子車人形理解深め　家元・西川さん帰国

1989 11 26 産経 「八王子車人形」を現代音楽の調べて　きょう「スタジオ錦糸町」
初ジョイントで型破りな舞台に

1989 11 26 読売 人形に魂入れ５０余年　西川さん(八王子車人形)大臣賞　保存
伝承の努力報われる

1990 3 1 京王ニュー
ス

『沿線の歴史文学自然を訪ねて』京王の文化探訪、第１回会員
募集

1990 6 1 読売 八王子車人形　共演　古典落「芝浜」あす西川古柳座けいこ場

1990 7 1 わがまちは
ちおうじ コミュニティから世界へ八王子車人形・西川古柳一座

1990 8 台湾の詩人、八王子へ　林恭祖さん16日から親善交流

1990 10 11 朝日 朝 八王子車人形ピンチ 都無形文化財　財源・後継者難　守ろう庶
民文化の華

1990 10 15 東京
都無形文化財　八王子車人形　伝統芸能に理解を　地元の写真
家が名場面を集大成　１７年の決勝、初の写真集　力強さと素
朴さ　「若い後継者の呼び水に」

1990 10 17 商工日日 まもろうふるさとの文化八王子東ロータリークラブ創立１０周
年記念事業に八王子車人形写真集を提携出版

1990 11 3 西東京リビ
ング2

編集長インタビュー　車人形の力強さと人間の情念を表現　四
代目宮川氏対談

1990 朝日 多摩を足元から見つめ直そう　地方史研究協大会　八王子主会
場に10月開催　民衆史・開発テーマに　立川
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1990 朝日 広告　八王子車人形　宮川孝之＝写真集
1990 女流義太夫” 国立元年”
1991 3 25 毎日 夕 中世の愛　スーパー歌舞伎で オグリ

1991 4 11
ニューファ
ミリーいち
かわ

世界の人形演劇の中でユニークで優れた” 車人形　西川古柳一
座公演「平家物語」5月17日(金)市川市文化会館”

1991 5 5 毎日 伝説の女たち照手姫　戦国末世、波乱の女性像

1991 9 4 八王子車人形　古里の芸能知って！　７日、市民会館で公演　
現代語の「夕笛」披露

1991 9 25 毎日 夕 新橋演芸場「オグリ」の世界　ハイテク演出も楽しみ
1991 10 13 “後継” に強い関心　人形芝居サミット　活発な交流始まる
1991 10 13 朝日 人形サミット始まる

1991 10 13 読売 初の全国人形芝居サミット　伝統芸能継承に熱い思い各座代表
「頭」を手に出席　宗吾交流申し合わせ

1991 10 13 毎日 全国人形芝居サミット「後継者の育成」など　200人出席　悩み、
現状話し合う

1991 10 14 朝日 初の人形芝居サミット閉幕　全国交流で大きな成果　来年以降
も開催　４団体が次々と公演　後継者　熱い視線

1991 10 14 読売 全国人形芝居サミット　地元中学生が熱演　各座の代表交流深
める　２日目

1991 10 20 神戸 三原　全国人形芝居サミット　再生へ声なき人形の声代弁

1991 10 23 熊本日日 夕 伝統の灯は消さない　淡路島で全国人形芝居サミット　高齢化、
資金難が悩み　清和文楽も参加　行政の支援求める

1991 11 18 読売 親鸞聖人の人形浄瑠璃　名古屋別院で上演　300年のタブー破
り　来月１３日「報恩講　もっと多くの人に」

1991 11 28 朝日 論壇さびしい伝統芸能保護の実情

1991 12 10 中日 人形浄瑠璃「親鸞」の試み　真宗のまなこ顕らかに　” 庶民離れ”
の反省込めて　本田神晃

1991 12 20 はちおうじ
の教育 人形に心をこめて

1992 1 1 義太夫(或る高校での学校巡演)

1992 2 20 みんなと
プーク

車人形の世界を広げ　－フラメンコ・歌劇カルメンに挑む－　
八王子車人形　西川柳時

1992 5 4 新聞名不明 
岐阜版 切ない節回しで魅了　大垣　新内公演、家元も出演

1992 6 22 週刊教育
資料 伝統芸能車人形とともに

1992 7 12 日経 一芸社員　人形遣い・マッサージ　” B面人生” の開拓に喜び　
仕事に生かして抜てきも

1992 8 1 広報はちお
うじ 八王子車人形「平家物語」を公演

1992 8 11 産経 八王子が誇る「車人形」昔を伝える　来月5日には市民会館で
公演

1992 9 25 読売 車人形　西川古柳座　来月、２度目の海外公演　スリランカなど
３か国へ　地元人形劇団とも交流

1992 9 29 読売 歳月をかさね、まもり継がれた多摩の郷土芸能。
1992 11 30 産経 浪曲に乗せて人形芝居 5,6日に西川古柳座

1992 11 来月、浪曲と初共演　２か月かけ自作の脚本　佐倉の伝記　宗
吾と甚兵衛　現代語風にアレンジ

1993 2 19 日経 夕 一人遣いの人形に焦点　国立劇場・民俗芸能公演
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1993 3 26 釧路管内　９３町村予算点検＜下＞　” 産業” に押され気味　
住民の意識高揚も必要車人形を招聘

1993 6 8 来苫中の「八王子車人形」一行　千人同心の墓を参拝　花を手
向けて合掌　先人たちの苦労しのぶ

1993 10 4 朝日
写し絵と説経節の世界70年ぶりによみがえる　多摩でしたしま
れつつ姿を消した・：国立で9日夜「信田妻」公演　説経節の
会と劇団みんわ座

1993 10 7 毎日 「説経節」の都無形文化財指定記念して「写し絵」と同時上映　
80年ぶりによみがえる伝統芸能　9日「くにたち市民芸術小ホール」

1993 12 16 産経 芸術祭賞　２２人と５団体に

1993 12 16 朝日 朝 芸術祭賞に計２５件　個人20件・団体5件「夢千代日記」三田
さんら

1993 12 16 東京 朝 芸術祭賞　2度目の三田佳子さんらに
1993 12 16 読売 朝 三田佳子さん2度目の受賞　芸術祭賞に25件決まる
1993 12 16 芸術祭賞に三田佳子さんら
1993 平成5年度芸術祭賞受賞
1994 10 5 読売 朝 八王子車人形に理解を！八王子高の同好会発足から半年

1995 3 19 新聞名不明 
多摩版

「岡山西畑」「山形・庄内出羽」「中国の名人」と合同公演　八
王子車人形「西川古柳座」　西川さんが企画　大蛇退治／妖怪
５段化け／虎と戦う美女／八百屋お七

1995 8 9 読売 小栗伝説を多角分析　八王子　あすから「をぐりサミット」プ
レ・イベント　異分野の21人が「集団展」

1995 10 16 朝日 ふたり　当世名場面　小栗判官照手姫　説経節との共演で”再会”

1995 10 20 新聞名不明 
多摩

軽快な動き、豊かな表情　八王子車人形西川古柳座　ろくろ車
で舞台駆け　けいこを体験　重さになすすべなく　あすから合
同公演

1995 10 22 瀬戸内タイ
ムス 八王子車人形と島田人形浄瑠璃の共演

1995 11 2 もしもしし
んぶん

西川古柳さん　４７歳の転機。文楽師匠に弟子入り。一から出
発し　娯楽も何もない時代　車人形の伝承を決意

1996 1 24 読売 [車人形]卒論テーマに 足で取材、由来解く　一年間、後援会
など回り　原稿用紙で70枚　操り方も細かく

1996 2 24 読売 朝 西川古柳座　家元譲り宗家襲名へ 四代目の瀬沼さん「今後も舞
台に制作に」八王子車人形　生き生きライフ

1996 4 28 東京
八王子車人形・西川古柳座　伝統ベースに新しい試み　ただ一
つのプロ劇団　今秋、5代目が襲名披露　フラメンコ、落語も
演目に　「ろくろ車」使い1人で操る

1996 5 9 新聞名不明 
多摩

シンセサイザーやフラメンコ取り入れ　親しみやすい伝統芸能
目指す　都無形文化財　八王子車人形　5代目に西川柳時さん　
10月に襲名披露公演

1996 6 20 産経 朝 家元が五代目に　都の無形文化財「八王子車人形」10月に襲名
披露公演

1996 6 20 読売 朝 伝統芸能に新風を　八王子　車人形5代目家元・西川柳時さん　
10月に襲名披露

1996 6 28 BÁBVILÁG UNIMA '96 Nemzetközi Bábfesztivál

1996 7 1 広報はちお
うじ 八王子車人形襲名披露

1996 7 16 ぴーぷるinトウキョウ八王子車人形5代目家元を襲名　西川柳
時さん(42)　5代目は世界に広げる努力

1996 8 9 読売 戦火の中、命懸けで守った伝統　多摩史再訪　車人形　常に新
たな試みに挑戦　知名度上がり海外公演も

1996 10 27 「八王子車人形」を堪能　都文化財人形芝居　5代目が襲名披露
1996 11 16 読売 「車人形」国文化財に　審議会答申　喜びと決意、伝承の家元
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年 月 日 新聞社 見出し 備考

1996 11 16 毎日 車人形4代目家元に干渉　八王子市長が政治的圧力　元市長が
後援会長辞任

1996 12 18 産経 大学生との共演実現へ　八王子車人形　カレッジタウンに新た
な1ページ　洋楽演奏や語りを担当

1996 12 18 『八王子車人形』が無形民俗文化財に　西川座長に通知書

1996 12 20 はちおうじ
の教育 八王子車人形　伝統を守り、そして育てる

1997 1 7 東京 文化芸能保存を紹介し秀逸(「五代目参り候・八王子車人形160
年目の出発)

1997 3 1 読売 夕 大江巳之助さん死去　「人形師が偉くなってはダメ。自分は職
人で、役者さんが先生」

1997 4 9 読売 八王子　車人形若人とジョイント　落語、ギターに合わせ舞う

1997 4 13 毎日 伝統の「八王子車人形」若者に照準　大学生とジョイント 26
日　学園都市センターで

1997 5 7 毎日 伊藤比呂美のコトバコトバ　説経節・小栗判官　えいさらえい

1997 9 4 読売 八王子の伝統芸能「車人形」中国舞踊に挑戦　家元の西川さん　
襲名披露兼ね6日公演

1997 9 12 読売 車人形　伝え続ける浄瑠璃の技(奥多摩)

1997 11 13 読売
伝統の車人形　ただいま稽古中　八王子市立恩方一小　ふるさ
と造形クラブ　隣接の人形一座が指導　台本も手作りで　16日
の学芸会で披露

1997 12 24 東京 八王子南ロータリークラブWEEKLY(八王子郷土芸能車人形公演)

1998 7 広報はちお
うじ 八王子車人形の定期公演

1999 5 22 朝日 寄席　林家正雀「塩原多助」車人形が効果的　丹念な演技

1999 5 林家正雀が『塩原多助　国立演芸場　八王子車人形と共演』)(平
成29年度調査

1999 5 熊本 3日、鏡町で公演　タンゴに合わせ江戸人形芝居　ベルギー古
城音楽祭

1999 8 1 広報はちお
うじ 特集八王子車人形江戸から受け継ぐ伝統芸能

2000 八王子車人形4代目ウニマの名誉会員に
2000 11 2 東京 『八王子車人形』の宗家西川柳峰さん死去７８歳
2000 11 2 読売 訃報　西川柳峰氏
2000 11 19 読売 故西川柳峰氏

2000 12 24 読売 追悼抄　農村芸能を” 文化” の域に　国の記録選択無形民俗文
化財「八王子車人形」の宗家　西川柳峰さん

2001
中央大学　第1回　ホームカミングデ― パネルディスカッショ
ン　パネリストに6人決まる　八王子郷土芸能　八王子車人形
を上演「三番叟」を上演

2001 2 8 朝日 江戸末期からの芸能ウルグアイでも評価　八王子車人形が演劇賞
2001 11 16 読売 八王子車人形　世界に誇る技　ピンチ　市が後継養成講座

2002 3 21 車人形触ってみて　寄付金もとに2体購入　子供たち対象に指
導　来月から　八王子市郷土資料館

2002 6 19 「三国」の交流復活目指す　新しい風　地域社会活性化研究会

2002 6 20 読売 多摩の芸能　教育の場に　八王子「綾織の会」メンバーがライ
ゲル教師向けイベント

2003 1 1 東京 大江戸自遊自在　娯楽の達人たち　奇想天外な筋書きで魅了　
粋に伝える遊び心　車人形　遣い手と一体　力強く

2003 8 5 文楽鬘の展示施設を拓いた　名越昭司さん73
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年 月 日 新聞社 見出し 備考
2003 8 22 産経 「武州八王子物語　八王子車人形四代目古柳」　大塚正春　木版画
2003 9 1 演芸　国立名人会　落語と人形　呼吸ぴったり
2004 3 14 読売 多摩の建築　八王子車人形・西川古柳座　芝居小屋の情緒残す
2004 4 24 いま邦楽は　新内　知名度アップに懸命

2004 11 1 広報はちお
うじ 車人形を通じて恩方中と勇払中が姉妹校に

2006 1 1 広報はちお
うじ 文化や暮らしの中で光る技

2006 4 23 日経 かたち百景　八王子車人形　箱車に腰掛け　速く力強く

2006 9 10 よみうりサ
ンタマリア 次代へ受け継ぎたい伝統芸能　八王子車人形

2008 5 28 だいあろ～ぐ東京彩人記　八王子車人形5代目家元西川古柳さ
ん　後世につながる作品を

2012 1 23 読売 山梨の芝居復活力貸す　八王子車人形　西川古柳さん

2012 4 1 町自連だよ
り 八王子わが町　西川古柳さん

2013 6 18 読売 私の１冊　「おおきな木」　西川古柳さん

2017 5 10 毎日 「八王子車人形」西川古柳座　地域の芸能　未来へ　4年間の連
続公演に挑戦

2017 6 9 日経 眠れる文楽人形に命　北海道で唯一の浄瑠璃一座、文化発信狙
い年20回公演　矢吹英孝

2017 12 3 読売 次世代が挑戦　車人形を伝承
2018 1 12 シカゴ新報 太鼓レガシー14: 音楽性や美的感覚を高めてステージへ

2018 3 5
福島民友
みんゆう
Net

郡山・日和田「高倉人形」・・・120年ぶり舞台　浄瑠璃が『復活』

2018 3 22 読売 伝統「車人形」とダンス　八王子　小中学生ら競演
2018 11 23 読売 車人形に若き「柳玉」家元長男22年ぶり襲名

2018 11 23 毎日 八王子車人形　五代目家元の長男・創さん「五代目西川柳玉」
襲名「名に恥じないよう精進」

2018 12 3 東京 「八王子車人形」の西川古柳座　五代目柳玉　家元長男が襲名
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調査対象とした視聴覚資料
1　西川古柳座所蔵資料のデジタル化視聴覚資料（平成29～30年度実施）
　　凡例

・�八王子市教育委員会は、八王子車人形文化財調査の一環として、西川古柳座所蔵の視聴覚資
料を調査し、散逸の恐れのある資料保存のため、年代の古いものを中心にデジタル化した。

・タイトル、撮影年月日は、資料に手書きで記載されていた内容である。
・資料を把握する目安として撮影または録音当時の八王子車人形の家元を示した。

2　調査確認視聴覚資料
西川古柳座所蔵の確認視聴覚資料　1,393件
文化財課所蔵の視聴覚資料　57件
対象とした視聴覚資料の記録形式は、8・16・18ミリフィルム、ビデオ（VHS・ベータ）、8・16ミリビデオ、
DVD、CD、カセットテープ、MD、DAT、オープンリールテープ、マグネティックテープである。

No タイトル 出演者 家元 撮影または
録音年月日 時間 ( 分 ) 年度

1 第 14 回民俗芸能公演 西川古柳座 四代目 1972/6/10 ～ 11 29 29
2 日本の民俗劇と人形芝居の系譜～車人形と説経節～ 西川古柳座 四代目 1983/3/30 ～ 31 99 29
3 杮落し　朝日テレビ 西川古柳座 四代目 1985/10/10 56 29
4 八王子車人形　五代目西川古柳襲名披露公演 西川古柳座 五代目 1996/10/26 150 29
5 夕やけの里の人形師 西川古柳座 四代目 1985/10/12 31 29
6 思い出のビデオ集　(1976,1978,1979,1980,1987,1986) 西川古柳座 四代目 1976/7/10 98 29
7 東京の里（四季）三多摩 西川古柳座 四代目 1983/3/1 27 29
8 16mm　フィルムフジテレビジョン　荒瀬光夫　 西川古柳座 四代目 1976/7/10 26 29
9 不明（18mm テープ） 西川古柳座 四代目 1976/7/10 16 29
10 三代目古柳三味線 西川古柳座 三代目 1969/9/12 45 29
11 佐倉宗五郎　太夫　小沢健一　曲師　瀬沼周助 西川古柳座 三代目 1962/7/27 32 29
12 八王子車人形と私　西川古柳 西川古柳座 四代目 1992/8/4 105 29
13 小栗判官・照手姫対面　若太夫米寿記念、若太夫宅にて 西川古柳座 四代目 1982/4/29 65 29

14 八王子説経節　照手姫対面の段（昭 38 十代若太夫襲名）　照
手車引　

十代薩摩若
太夫 三代目 不明 67 29

15 小栗判官一代記（車引き）、日高川入相桜 ( 堤・渡し場 ) 十代薩摩若
太夫 三代目 1962/11/21 70 29

16 車人形　NHK 放送　録画 西川古柳座 三代目 1964/11/18 3 29
17 NHK ＴＶ放送「車人形」朝の話題録音テープ 西川古柳座 三代目 1964/11/18 6 29
18 甚兵衛 西川古柳座 三代目 1950/11/21 26 29
19 笑点　車人形　（東海道中膝栗毛、落語、浪曲） 西川古柳座 四代目 1971/10/3 11 29
20 三代目時代の三番叟の太鼓のたたき方 西川古柳座 三代目 不明 9 29
21 三番叟 （義太夫） 三代目 不明 20 29
22 三番叟　 　綾太夫他 三代目 不明 40 29
23 お七　文昇　けいこ　古柳 西川古柳座 四代目 不明 60 30
24 民俗芸能フェス　三庄太夫 (1978), 佐倉義民伝 (1979) 西川古柳座 四代目 1979 120 30
25 おはようサンデー『車人形』7/4( 日 ) 西川古柳座 四代目 1971/7/4 10 30
26 昭和４６年　フジテレビ　１５分放送　車人形 西川古柳座 四代目 1971 15 30

27 フジテレビ放送、八王子車人形　古柳、冠次郎、津賀太夫、
浜尾太夫、柳車、柳玉、柳松 西川古柳座 四代目 1971/1/5 15 30

28 長歌　三番叟 西川古柳座 四代目 不明 不明 30
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付録DVDについて
本書付録DVDには、八王子車人形の無形民俗文化財としての特徴を捉える資料となるよう、八王
子車人形の初期（昭和四十年代以前）の操法と上演の様子を辿ることのできる映像二点および、現
在、八王子車人形の初期以来の振り付けを伝承している（五代目西川古柳による）三演目、「日高
川入相花王　道行より渡し場の段」「信田妻　葛の葉二度の子別れの段」「小栗判官一代記　高倉館
判官矢取りの段」および、説経節の地方(じかた)により昭和初期にも八王子車人形が演じていた「東
海道中膝栗毛　赤坂並木の段」の現在の公演を収録した。また、現在八王子車人形で伝承されてい
る「型」の五代目西川古柳による実演も収録した。

●映像「バーナード・リーチ撮影　日本旅行　一九三四-一九三五より車人形映像抜粋」
イギリスの陶芸家バーナード・リーチは昭和九（一九三四）年から昭和十（一九三五）年の来日中
に民芸の制作風景等を16ミリフィルムに撮影していた。このフィルム（モノクロ無声）をバーナー
ド・リーチより昭和四十九（一九七四）年に受け継いだカナダ在住の映像作家マーティ・グロス
(Marty Gross　一九四八―)が、平成二十九（二〇一七）年に修復したものが、『バーナード・リー
チ撮影　日本旅行　一九三四年―一九三五年』(Trip to Japan Filmed by Bernard Leach 1934-35 (70 
minutes))』であり、この中に、約五分程度の八王子車人形を写した映像が含まれている 。マーティ・
グロスの再生したフィルムの一部は、平成二十九（二〇一七）年、『民藝運動フィルムアーカイブ 
名も無き美を求めて 1934-2017』展（無印良品 有楽町 ATELIER MUJI）において公開された。平
成二十九（二〇一七）年八月十日の山梨日日新聞は「貴重な民芸運動　デジタルで記録」という見
出しでマーティ・グロスの仕事を紹介し、八王子車人形の映像の存在にも言及している。
八王子市教育委員会は、マーティ・グロス氏および民藝運動フィルムアーカイブ制作委員会事務局
の協力を得て、車人形の抜粋映像を付録DVDに所収した。
八王子車人形の映像の内容は、「人形操作、ろくろ車装着、三番叟実演、朝顔日記実演、説経節太
夫実演」等であり、五代目西川古柳によれば、ろくろ車装着をしている人形遣いは、三代目西川古
柳であるという。
制作　バーナード・リーチ　
撮影年　昭和九（一九三四）年―昭和十（一九三五）年
編集　マーティ・グロス　二〇一九年
協力　民藝運動フィルムアーカイブ制作委員会事務局

民藝運動フィルムアーカイブ　提供
ⓒMarty Gross Film Productions
http://mingeifilm.martygrossfilms.com

●白岩延明撮影「ろくろ車」
「ろくろ車」はアマチュア映像作家白岩延明によって昭和三十三（一九五八）年に撮影された。西
川古柳座所蔵の人形首の紹介、八王子車人形の操法、三番叟などが含まれ、三代目西川古柳、四代
目西川古柳が出演している。西沢幹夫は『小型映画』１９―３で八王子車人形について「この素朴
な民衆芸能には、８ミリマニアなら写欲をそそられよう」と述べた上で「地元のマニアで車人形を
映画にしたのは小型映画友の会多摩支部長白岩氏だけ。他に東京の大畠俊正氏が映画化して、朝日
コンの特選になっている」と説明し、白岩延明の「ろくろ車」に言及している。
制作　白岩延明　
制作年　昭和三十三（一九五八）年
協力　岩垂路子
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●「信田妻　葛の葉二度の子別れの段」
平成二十六（二○一四）年十一月二十三日にオリンパスホール八王子にて開催された第十二回八王
子車人形と民俗芸能の公演より。

【人形遣い】　狐葛の葉　西川柳澄之、葛の葉姫　西川柳久美、
阿部保名　西川義輝、後見　西川古柳座

【説経節の会】太夫　薩摩津賀太夫・薩摩花太夫・薩摩桃太夫、
三味線　京屋純、口上　薩摩宏太夫
撮影　保戸塚時久　
撮影年　平成二十六（二〇一四）年
制作　八王子指定文化財芸能団体協議会

●「日高川入相花王　道行より渡し場の段」について
平成二十八（二〇一六）年十二月四日にオリンパスホール八王子にて開催された第十四回八王子車
人形と民俗芸能の公演より。

【人形遣い】　清姫　西川柳澄之、船頭　西川柳桂、
里人・飛脚・坊さん　車人形研究会メンバー
後見　西川柳車、車人形研究会　　　　

【説経節の会】　太夫　薩摩津賀太夫、三味線　京屋純、口上　薩摩宏太夫
撮影　保戸塚時久　
撮影年　平成二十八（二〇一六）年
制作　八王子指定文化財芸能団体協議会

●「小栗判官一代記　高倉館判官矢取りの段」
平成二十九（二〇一七）年十一月五日にオリンパスホール八王子にて開催された第十五回八王子車
人形と民俗芸能の公演より。

【人形遣い】　小栗判官政清　西川古柳、
高倉大納言兼家　西川柳時、御代　西川柳車、
門番　西川柳桂・西川柳起

【説経節の会】太夫　薩摩津賀太夫・薩摩花太夫・薩摩桃太夫、
三味線　京屋純、口上　薩摩宏太夫
撮影　保戸塚時久　
撮影年　平成二十九（二〇一七）年
制作　八王子指定文化財芸能団体協議会

●「東海道中膝栗毛　赤坂並木より卵塔場の段」
平成三十（二〇一八）年十一月十一日にオリンパスホール八王子にて開催された第十六回八王子車
人形と民俗芸能の公演より。

【人形遣い】　弥次　西川古柳、喜多　西川柳時、親父　西川柳車、
子供　西川柳桂、後見　西川柳起・西川柳澄之・西川柳久美

【説経節の会】　太夫　薩摩津賀太夫・薩摩花太夫・薩摩久太夫、
三味線　京屋純・京屋裕、口上　薩摩宏太夫
撮影　保戸塚時久　
撮影年　平成三十（二〇一八）年
制作　八王子指定文化財芸能団体協議会
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●「八王子車人形型操法」
八王子車人形で現在、伝承されている「型」の五代目西川古柳の実演を収録した。「型」を演ずる
準備段階としてのろくろ車装着、人形装着の様子も、一連の操作として撮影している。本書第三章
第一節に人形装着およびろくろ車装着、本書第三章第二節に「型」を詳述した。DVDに収録した
操法および型は左記のとおりである。

撮影　株式会社キングエイトファクトリー　
撮影年　平成三十一（二〇一九）年
演者　五代目西川古柳（瀬沼亨）
制作　八王子市教育委員会

註
バーナード・リーチの昭和九（一九三四）年四月―昭和十（一九三五）年五月の来日に関しては、バーナー
ド・リーチ著　福田陸太郎訳『東と西を超えて　自伝的回想』、日本経済新聞社、一九八二年、『工藝』五三
号等より、日本民藝館の開館準備のため、各地の民芸資料を収集中であった柳宗悦に同行して栃木県益子や
鳥取を訪れたことが分かっているが、八王子や人形芝居に関する記載は見られない。
　『バーナード・リーチ撮影　日本旅行　一九三四年―一九三五年』の16ミリフィルムの情報を収めた、
スミソニアン博物館のカタログ（Archives, Manuscripts, Photographs Catalog, Smithsonian Institution 
Research Information System(SIRIS)） に「Bernard Leach’s Scenes of Japan, Korea, Hong Kong, and 
Shanghai1934-1935」とあり、「Footage, shot during Leach’s travel in the Far East, including in Mashiko 
village, （ 中 略 ）, demonstration of <ninjutsu> techniques; one-man puppet performances known as 
<kuruma ningyo>(cart doll)accompanied by <joruri>chanters; （後略）」 （バーナード・リーチの極東旅行中
の撮影映像、益子の村、（中略）、「忍術」の実演、車人形という一人遣いの操り人形の、浄瑠璃の太夫伴奏
による実演）と説明されている。『東と西を超えて　自伝的回想』において、バーナード・リーチは忍術の
実演を見、途中から16ミリフィルムを回し撮影したこと、また、昭和十（一九三五）年に、帰国後「リトル
画廊」において自作の陶器と日本の民芸品等の展覧会を開催し、「私は前述した時代遅れの日本人スパイの
ものも含めて、日本で撮った十六ミリフィルムを彼らに見せたのであった」と述べている[バーナード・リー
チ　一九八二　二八四頁]ことから、八王子車人形映像も、昭和十（一九三五）年に、イギリスで紹介され
ていたものと考えられる。水尾比呂志は『民藝』四〇八（昭和六十一（一九八六）年）においてバーナード・
リーチの昭和九（一九三四）年の来日について、「約一カ年の滞日中、リーチは多くの人びとの篤い敬愛の
情に包まれ、（後略）旅先の各地の風光と人情と味覚を堪能し」と述べている。八王子車人形視察も、バーナー
ド・リーチのこのような活動の中にあったものと想像できよう。

（執筆者　服部　真理）

人
形
種
類
番
号

型
の
名
称

立
役

1

ろ
く
ろ
車
に
乗
る

2

出
る

3

左
右
の
ね
じ

4

座
る

5

お
辞
儀

6

左
右
を
指
す

7

左
右
の
膝
送
り

8

両
手
打
ち

9

座
っ
て
の
棒
足
、
立
っ
て
の
棒
足

10

帯
締
め

11

一
足
立
ち　
膝
打
ち

12

姿
見

13

行
き
つ
戻
り
つ

14

座
り
か
ら
の
入
り
込
み

15

後
振
り

16

入
る

女
形

17

人
形
の
足
を
つ
け
る

18

出
る

19

左
右
の
ね
じ

20

座
る
か
ら
立
ち

21

お
辞
儀

22

左
右
を
指
す

23

左
右
の
膝
送
り

24

両
手
打
ち

25

髪
撫
ぜ

26

帯
締
め

27

姿
見

28

座
り
か
ら
の
入
り
込
み

29

後
振
り

30

入
る

八王子車人形型操法　型一覧（立役の型、女形の型）
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八
王
子
車
人
形
関
連
文
献
一
覧

小�

澤
愛
圀 

一
九
一
四
「
淺
草
の
操
り
芝
居
」『
演
芸
画
報
』

三
田
村
鳶
魚 

一
九
二
五　
『
娯
楽
の
江
戸
』、
恵
風
館

小�
田
内
通
久 

一
九
二
八 「
車
人
形
の
式
三
番
叟
」『
民
俗
藝
術
』
第
一
巻
第
三
号 

小�

田
内
通
久 

一
九
二
八 「
八
王
子
車
人
形
の
話
」『
民
俗
藝
術
』
第
一
巻
第
五
号

小�

田
内
通
久 
一
九
二
八 「
八
王
子
の
車
人
形
見
学
」『
民
俗
藝
術
』
第
一
巻
第
八
号　

小�

寺
融
吉 

一
九
二
九 

「
影
絵
・
写
し
絵
・
指
人
形
」『
民
俗
芸
術
』
第
二
巻
第
四
号 

地
平
社
書
房

鈴�

木
信
太
郎 

一
九
二
九 「
車
人
形
の
記
」『
ア
ル
ト
10
』

鈴
木
信
太
郎 

一
九
二
九 「
車
人
形
の
記
」（
2
）『
ア
ル
ト
11
』

南�

江
二
郎 

一
九
二
九 

「
我
が
偶
人
劇
の
世
界
的
地
位
と
其
特
色
」『
民
俗
藝
術
』
第

二
巻
第
四
号

武�

蔵
野
會 

一
九
二
九 「
八
王
子
車
人
形
」（
口
絵
写
真
）『
武
蔵
野
』
第
十
三
巻
第
四
号

柳�

田
國
男 

一
九
二
九 「
オ
シ
ラ
神
と
人
形
」『
民
俗
藝
術
』
第
二
巻
第
四
号 

萬�

屋
長
右
衛
門 

一
九
二
九 

「
玉
川
文
楽
の
車
人
形
と
寫
し
絵
」『
民
俗
藝
術
』
第
二

巻
第
四
号

北�

野
博
美 

一
九
三
〇 

「
實
演
会
記
録　

―
「
寫
し
絵
・
奥
浄
瑠
璃
・
の
ろ
ま
人
形
」

の
会
の
こ
と
―
」『
民
俗
藝
術
』
第
参
巻
第
五
号

村�

上
清
文 

一
九
三
〇 

「
玉
川
文
蝶
の
絵
看
板
」『
民
俗
芸
術
』
第
三
巻
第
五
号　

地

平
社
書
房

小�

田
内
通
久 

一
九
三
二 

「
車
人
形
考
案
の
一
根
拠
」『
旅
と
伝
説
』
第
五
巻
一
二
号 

三
元
社

小�

田
内
通
久 

一
九
三
二 

「
車
人
形
」『
国
劇
要
覧
』　

坪
内
博
士
記
念
演
劇
博
物
館
編

纂 

梓
書
房

瀬�

沼
一
郎
編
集 

一
九
三
二 

『
八
王
子
市
郷
土
資
料
』（
1
9
8
3
年 

復
刻
版
）
八
王

子
市
教
育
会

宮�

尾
し
げ
を 

一
九
三
三
「
小
河
内
車
人
形
」
菊
池
山
哉
編　

一
九
三
三　
『
多
麻
史

談
』
創
刊
号 

多
麻
史
談
会
事
務
所

天�

野
佐
一
郎 

一
九
三
四 

「
車
人
形
説
経
節
に
就
い
て
」『
多
麻
史
談
』
第
二
巻
第
二

号 

多
麻
史
談
会
事
務
所

西�

川
説
兒 

一
九
三
四
「
車
人
形
の
発
生
と
そ
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
に
就
て
」『
多
麻
史
談
』

第
二
巻
四
号 

多
麻
史
談
会
事
務
所

八�

王
子
市
敎
育
會 

一
九
三
七 『
八
王
子
郷
土
読
本　

前
編
』 

八
王
子
郷
土
読
本
刊
行
會

廣�

川
清 

一
九
四
〇 

「
碁
盤
人
形
の
二
形
式
と
車
人
形
」『
旅
と
伝
説
』
第
一
三
年
四

号 

三
元
社

吉�

田
冠
之
助　

若
松
若
太
夫 

一
九
四
〇 「
衰
亡
の
芸
を
護
る
」『
芸
談
百
話
』
博
文
社

鈴�

木
信
太
郎 

一
九
四
一 「
八
王
子
車
人
形
の
こ
と
」『
三
田
文
学
』
16
―
4

石�

割
松
太
郎
一
九
四
三
『
人
形
芝
居
の
研
究
』
修
文
館

小�

澤
愛
圀 

一
九
四
三 『
世
界
各
國
の
人
形
劇
』
慶
應
出
版
社

金�

原
省
吾 

一
九
四
三 「
車
人
形
」『
美
の
表
現
に
つ
い
て
』 

青
磁
社

山�

田
徳
兵
衛　

一
九
四
三
『
日
本
人
形
史
』　

冨
山
房

河�

竹
繁
俊 

一
九
四
六 『
歌
舞
伎
襍
記
』
光
文
社

石�

井
丑
之
助 

一
九
四
七 『
車
人
形
』（
私
版
本　

限
定
22
部
）
こ
け
し
文
庫

堂�

本
寒
星 

一
九
四
七 『
日
本
の
人
形
芝
居
』 

河
原
書
店

本�

山
桂
川 

一
九
四
七 『
藝
能
民
俗
圖
誌
』 

崇
文
堂

鈴�

木
信
太
郎 

一
九
四
九 

「
八
王
子
車
人
形
」『
随
筆
集　

お
祭
り
の
太
鼓
』
朝
日
新

聞
社

鈴�

木
信
太
郎 

一
九
四
九 

「
八
王
子
車
人
形
覚
書
」『
諸
国
の
人
形
芝
居
』（
河
竹
繁
俊

編
）
大
日
本
雄
弁
会
講
談
社

郡�

司
正
勝 

一
九
四
九 

「
八
王
子
の
車
人
形
」『
諸
国
の
人
形
芝
居
』
大
日
本
雄
弁
講

談
社

鈴�

木
信
太
郎 

一
九
五
〇 「
車
人
形
」『
郷
土
芸
能
』 

日
本
民
謡
協
会

八�

王
子
市
役
所 

一
九
五
〇 『
八
王
子
市
勢
要
覧
』

石�

井
丑
之
助 

一
九
五
一
『
人
形
浄
瑠
璃
研
究
』 

車
偶
庵
文
庫

石�

井
丑
之
助 

一
九
五
二 

「
車
人
形
雑
録 

西
川
古
柳
を
訪
ね
て
」『
ふ
く
笛
』
第
六
号　

関
門
民
芸
会

三�

田
村
鳶
魚 

一
九
五
二
「
明
治
大
正
人
物
月
旦
」『
自
警
』
第
三
四
巻
第
六
号 

自
警
會

齋�

藤
清
二
郎 

一
九
五
三
「
文
楽
首
の
作
者
と
焼
印
」『
文
楽
首
の
名
作
』
2　
「
文
楽

首
の
名
作
」
刊
行
会
編
集 

毎
日
新
聞
社

山�

田
徳
兵
衛 

一
九
五
三 『
人
形
芸
術
』 

創
元
社

齋�

藤
清
二
郎 

一
九
五
四
「
文
楽
首
と
い
う
も
の 

―
地
方
の
人
形
座
―
」『
文
楽
首
の

名
作
』
3
「
文
楽
首
の
名
作
」
刊
行
会
編
集　

毎
日
新
聞
社

清�
水
正
之 

一
九
五
六 「
八
王
子
車
人
形
に
つ
い
て
」『
八
王
子
の
寺
社
と
人
物
遺
蹟
』

京
王
多
摩
文
化
資
料 

第
四
集 

京
王
多
摩
文
化
会

田�
中
稔 
一
九
五
六 

『
郷
土
芸
術 

八
王
子
車
人
形 

第
一
回
文
化
財
指
定
記
念
公
演
』 

八
王
子
車
人
形
後
援
会

田�

中
利
雄 
一
九
五
七 『
三
多
摩
風
土
史
』 

鉄
生
堂
書
店

落�

合
達
郎 

一
九
五
九 
「
冠
次
郎
夜
話
―
車
人
形
き
き
が
き
―
」『
横
山
文
化
』 

横
山

文
化
会
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八�

王
子
市
役
所 

一
九
五
九 『
八
王
子
市
勢
要
覧
』

霞�

生 

一
九
六
〇 「
薬
師
様
の
か
げ
絵
」『
多
摩
文
化
』
第
五
号 

多
摩
文
化
研
究
会

廣�
川
清 

一
九
六
三 『
三
つ
の
人
形
芝
居
』
吾
妻
書
房

齋�
藤
清
二
郎 

一
九
六
四 『
日
本
の
〈
首
〉
か
し
ら
』
岩
崎
美
術
社

齋�
藤
清
二
郎
監
修 

一
九
六
四 「
浄
瑠
璃
人
形
の
歴
史　

日
本
の
首
〈
か
し
ら
〉　

展
」

新
宿
伊
勢
丹

秋�

山
竜
英 
一
九
六
六　
「
資
料
・
車
人
形
の
歴
史
と
現
状
」『
音
楽
』
四
月
号
第
九
号 

音
楽
評
論
社

東�

京
都
八
王
子
市
制
要
覧 
一
九
六
六 『
は
ち
お
う
じ 

市
制
50
周
年
記
念
』

斎�

藤
清
二
郎 

一
九
六
七 
「
か
し
ら
」『
日
本
美
術
工
芸
』
2
月
号 

3
4
1　

日
本
美

術
工
芸
社

佐�

々
木
蔵
之
助 

一
九
六
七 

「
八
王
子
車
人
形
」『
八
王
子
市
史　

下
巻
』
八
王
子
市

史
編
さ
ん
委
員
会

東�

京
民
芸
協
会 

一
九
六
七 

「
八
王
子
の
車
人
形
と
軍
道
和
紙
見
学
会 

東
京
民
芸
協

会
三
月
例
会
」『
民
芸
手
帖 

42
』

多�

摩
中
央
信
用
金
庫 

一
九
六
七 

「
民
族
芸
能
を
訪
ね
て
（
八
王
子
の
車
人
形
）
三
代

目
西
川
古
柳
さ
ん
に
聞
く
」『
む
さ
し
の 

7
』

西�

沢
幹
夫 

一
九
六
七 「
武
蔵
野
の
面
影
の
こ
す
多
摩
丘
陵
」『
小
型
映
画
』
19
―
4

石�

川
浪
之
助 

一
九
六
八 

「
説
経
語
り
五
十
年
」『
多
摩
文
化
』
第
二
〇
号　

多
摩
文

化
研
究
会

石�

川
浪
之
助
他 

一
九
六
八 

「
座
談
会　

車
人
形
に
つ
い
て
」『
多
摩
文
化
』
第
二
〇

号 

多
摩
文
化
研
究
会

大�

畠
俊
正 

一
九
六
八 

「「
車
人
形
」
着
想
か
ら
完
成
ま
で
―
題
材
の
発
見
―
百
科
事

典
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
か
ら
」『
多
摩
文
化
』
第
二
〇
号 

多
摩
文
化
研
究
会

小�

田
内
通
久 

一
九
六
八 

「
八
王
子
車
人
形
の
話
」『
多
摩
文
化
』
第
二
〇
号　

多
摩

文
化
研
究
会
（『
婦
人
公
論
』
一
九
五
二
年
よ
り
転
載
）

落�

合
達
郎 

一
九
六
八 

「
冠
次
郎
夜
話
―
車
人
形
さ
き
が
き
―
」『
多
摩
文
化
』
第

二
〇
号 

多
摩
文
化
研
究
会
（
転
載
）

京�

屋
小
浜
（
水
島
し
ん
） 

一
九
六
八 

「
説
経
浄
瑠
璃
出
演
日
記
」『
多
摩
文
化
』
第

二
〇
号 

多
摩
文
化
研
究
会

久�

米
井
亮
江 

一
九
六
八 

「
武
蔵
野
に
咲
か
せ
ば
や
車
人
形
」『
多
摩
文
化
』
第
二
〇

号 

多
摩
文
化
研
究
会

群�

司
正
勝 

一
九
六
八 「
車
人
形
」『
多
摩
文
化
』
第
二
〇
号 

多
摩
文
化
研
究
会

座�

元 

西
川
柳
時 

一
九
六
八 

「
八
王
子
車
人
形
売
込
帖
（
昭
和
七
年
一
月
）」『
多
摩

文
化
』
第
二
〇
号 

多
摩
文
化
研
究
会

斎�

藤
清
二
郎 

一
九
六
八 

「
八
王
子
の
車
人
形
座
―
文
楽
首
と
い
う
も
の
―
」『
多
摩

文
化
』
第
二
〇
号 

多
摩
文
化
研
究
会
（
毎
日
新
聞
社
刊
「
文
楽
首
の
名
作
」
よ
り

転
載
）

塩�

田
真
八 

一
九
六
八 

「
八
王
子
車
人
形
こ
ぼ
れ
話
」『
多
摩
文
化
』
第
二
〇
号 

多
摩

文
化
研
究
会

鈴�

木
信
太
郎 

一
九
六
八 

「
八
王
子
車
人
形
覚
書
」『
多
摩
文
化
』
第
二
〇
号　

多
摩

文
化
研
究
会
（
転
載
）

鈴�

木
龍
二 

一
九
六
八 『
武
州
八
王
子
市
の
道
草
』
多
摩
文
化
研
究
会（
車
人
形
保
存
論
）

鈴�

木
龍
二 

一
九
六
八 

「
車
人
形
は
如
何
に
保
存
す
べ
き
か
」『
多
摩
文
化
』
第
二
〇

号 

多
摩
文
化
研
究
会

説�

経
浄
る
り
研
修
保
存
会 

一
九
六
八 

「
八
王
子
車
人
形
の
地
盤
江
戸
説
経
を
護
る

人
々
」『
多
摩
文
化
』
第
二
〇
号 

多
摩
文
化
研
究
会
（
転
載
）

高�

橋
磌
一 

一
九
六
八 「
車
人
形
」『
多
摩
文
化
』
第
二
〇
号 

多
摩
文
化
研
究
会（
転
載
）

多�

摩
文
化
研
究
会 

一
九
六
八 

「
説
経
規
定
」『
多
摩
文
化
』
第
二
〇
号 

多
摩
文
化
研

究
会

多�

摩
文
化
研
究
会 

一
九
六
八 

「
門
弟
連
名
控
」『
多
摩
文
化
』
第
二
〇
号　

多
摩
文

化
研
究
会

多�

摩
文
化
研
究
会 

一
九
六
八 

「
人
形
興
行
之
覚 

（
昭
和
三
年
一
月
ヨ
リ
昭
和
四
年

十
一
月
迄
）」『
多
摩
文
化
』
第
二
〇
号 

多
摩
文
化
研
究
会

多�

摩
文
化
研
究
会 

一
九
六
八 「
人
形
売
込
覚　
（
昭
和
五
年
二
月
八
日
）『
多
摩
文
化
』

第
二
〇
号　

多
摩
文
化
研
究
会

多�

摩
文
化
研
究
会 

一
九
六
八 

「
車
人
形
興
業
扣 

（
昭
和
六
年
一
月
吉
日
）」『
多
摩
文

化
』
第
二
〇
号 

多
摩
文
化
研
究
会

多�

摩
文
化
研
究
会 

一
九
六
八 

「
車
人
形
出
演
日
記
（
昭
和
三
年
一
月
ヨ
リ
）」『
多
摩

文
化
』
第
二
〇
号 

多
摩
文
化
研
究
会

多�

摩
文
化
編
集
部 

一
九
六
八 

「
武
蔵
車
人
形
物
語
」『
多
摩
文
化
』
第
二
〇
号 

多
摩

文
化
研
究
会
（
一
九
五
七
年
九
月
三
日
東
京
新
聞
の
転
載
）

紫�

胡
庵 

一
九
六
八 

「
私
の
説
経
三
味
線
修
行
の
思
い
出
」『
多
摩
文
化
』
第
二
〇
号 

多
摩
文
化
研
究
会

菱�
山
愛
子 

一
九
六
八 

「
八
王
子
車
人
形
に
つ
い
て
」『
多
摩
文
化
』
第
二
〇
号 

多
摩

文
化
研
究
会

細�

川
喜
治 
一
九
六
八 

「
車
人
形
、
流
行
は
御
免
」『
多
摩
文
化
』
第
二
〇
号 

多
摩
文

化
研
究
会

三�

田
村
鳶
魚 

一
九
六
八 
「
車
人
形
と
説
経
節
」『
多
摩
文
化
』
第
二
〇
号　

多
摩
文

化
研
究
会
（『
娯
楽
の
江
戸
』
よ
り
転
載
）
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若�

松
若
代
志 

一
九
六
八 

「
十
代
目
家
元
薩
摩
若
太
夫
一
代
」『
多
摩
文
化
』
第
二
〇

号 

多
摩
文
化
研
究
会

後�

藤
聡
一 

一
九
六
九 

「
根
っ
か
ら
の
人
形
好
き
」『
多
摩
文
化
ニ
ュ
ー
ス
』
第
二
九

号 

多
摩
文
化
研
究
会

鈴�
木
龍
二 

一
九
六
九 

「
ア
メ
リ
カ
で
聞
い
た
訃
」『
多
摩
文
化
ニ
ュ
ー
ス
』
第
二
九

号 
多
摩
文
化
研
究
会

高�

橋
磌
一 
一
九
六
九 

「
反
骨
が
生
ん
だ
至
芸
―
三
代
目
西
川
古
柳
師
を
し
の
ぶ
―
」

『
多
摩
文
化
ニ
ュ
ー
ス
』
第
二
九
号
多
摩
文
化
研
究
会

永�

田
衡
吉
一
九
六
九
『
改
訂
日
本
の
人
形
芝
居
』
錦
正
社

松�

井
翠
次
郎 

一
九
六
九 
「
古
柳
と
労
音
」『
多
摩
文
化
ニ
ュ
ー
ス
』
第
二
九
号 

多
摩

文
化
研
究
会

四�

代
目
西
川
古
柳 

一
九
七
〇 
「
車
人
形
と
鈴
木
先
生
」『
多
摩
文
化
ニ
ュ
ー
ス
』
第

三
七
号　

多
摩
文
化
研
究
会　

タ�

カ
ク
ラ
テ
ル
一
九
七
一
『
民
族
芸
能
・
作
品
集
（
1
）』
函
館
労
音
文
芸
学
院

朝�

日
新
聞
社
編 

一
九
七
一
『
武
蔵
野
む
か
し
む
か
し
（
下
巻
）』 

新
人
物
往
来
社

小�

河
内
・
川
野
車
人
形
保
存
会 

一
九
七
一　
『
人
形
浄
瑠
璃
と
車
人
形
』
小
河
内
・

川
野
車
人
形
保
存
会

高�

橋
磌
一 

一
九
七
一 

「
西
川
古
柳
師
を
し
の
ぶ
」（『
多
摩
文
化
ニ
ュ
ー
ス
』

一
九
六
九
再
掲
）『
歴
史
と
庶
民
の
対
話
』
新
日
本
出
版
社

西�

川
古
柳 

一
九
七
一 

「
車
人
形
と
鈴
木
先
生
」『
多
摩
文
化
』
第
二
二
号　

多
摩
文

化
研
究
会

国�

立
劇
場
事
業
部 

一
九
七
二 

「
国
立
劇
場
第
十
四
回
民
俗
芸
能
公
演
『「
日
本
の
民

俗
劇
と
人
形
芝
居
の
系
譜　

古
浄
瑠
璃
系
人
形
と
特
殊
な
一
人
遣
い
』」
国
立
劇

場
事
業
部

段�

木
一
行 

一
九
七
二 『
武
蔵
野
歴
史
探
訪
』 

新
人
物
往
来
社

西�

川
古
柳 

一
九
七
二 

「
車
人
形
沖
縄
に
渡
る
」『
多
摩
文
化
ニ
ュ
ー
ス
』
第
四
五
号　

多
摩
文
化
ニ
ュ
ー
ス
編
集
委
員
会

荒�

木
繁
・
山
本
吉
左
右
編
注 

一
九
七
三 『
説
経
節 

山
椒
太
夫
・
小
栗
判
官
』
平
凡
社

佐�

藤
孝
太
郎 

一
九
七
三 

『
多
摩
歴
史
散
歩 

１　

八
王
子
南
多
摩
丘
陵
』
有
峰
書
店

新
社 

東�

京
百
年
史
編
集
委
員
会 

一
九
七
三 『
東
京
百
年
史
』 

東
京
都

早�

稲
田
大
学
坪
内
博
士
記
念
演
劇
博
物
館 

一
九
七
三 

『
図
録　

第
１
集
』
早
稲
田
大

学
坪
内
博
士
記
念
演
劇
博
物
館

川�

尻
泰
司 

一
九
七
四 「
人
形
劇
」『
万
有
百
科
大
事
典
3 

音
楽 

演
劇
』
小
学
館

菱�

山
愛
子 

一
九
七
四 

「
八
王
子
車
人
形
に
つ
い
て
」『
民
俗
芸
能
』
五
四
号　

民
俗

芸
能
学
会

宮�

尾
し
げ
を 

一
九
七
四 

「
八
王
子
の
車
人
形
」『
民
俗
芸
能
』
五
四
号　

民
俗
芸
能

学
会

山�

田
庄
一 

一
九
七
四 「
人
形
浄
瑠
璃
」『
万
有
百
科
大
事
典
3 

音
楽 

演
劇
』
小
学
館

阿�

部
光
子 

一
九
七
五 「
諸
国
人
形
芝
居
巡
り
② 

生
き
つ
づ
け
る
車
人
形
」『
ミ
セ
ス
』 

文
化
出
版
局

創�

価
大
学
八
王
子
研
究
会 

一
九
七
五 「
八
王
子
車
人
形
と
私
達
」『
八
王
子
を
語
る
』

八�

王
子
市
広
報
協
議
会 

一
九
七
五
「
祖
先
が
残
し
て
く
れ
た
重
さ 

八
王
子
車
人
形
」

『
グ
ラ
フ
八
王
子
』
第
五
号

色�

川
大
吉 

一
九
七
六　
『
明
治
精
神
史
（
上
）』　

講
談
社

多�

摩
文
化
研
究
会
現
代
人
形
劇
セ
ン
タ
ー 

一
九
七
六　
『
日
本
の
人
形
劇
』（
財
）
現

代
人
形
劇
セ
ン
タ
ー

高�

橋
磌
一 

一
九
七
六 

「
車
人
形
」『
伝
統
芸
術
の
成
立 

伝
統
と
現
代
②
』
松
島
栄
一

編 

學
藝
書
林

東�

京
都 

一
九
七
六 「
グ
ラ
ビ
ア 

八
王
子
“
車
人
形
”」『
と
う
き
ょ
う
広
報　

76 

1
』

東�

京
都 

一
九
七
六　
「
グ
ラ
ビ
ア 

東
京
都
の
文
化
財 

最
終
回 

八
王
子
車
人
形
」『
と

う
き
ょ
う
広
報 

76 

3
』

安�

田
武 

一
九
七
六 『
日
本
の
人
形
芝
居
』
平
凡
社
カ
ラ
ー
新
書
44
、
平
凡
社

桜�

沢
一
昭 

一
九
七
七
「
幻
境　
〝
風
流
な
る
田
人
〟
秋
山
国
三
郎
」『
第
三
文
明
』

新�

三
多
摩
新
聞
社 

一
九
七
七 

『
グ
ラ
フ
三
多
摩
』
10. 

1　

第
四
号
（「
八
王
子
車
人

形 

人
形
師
西
川
古
柳
の
世
界
」）

佐�

藤
広 

一
九
七
七 

「
八
王
子
車
人
形
の
現
状
」『
八
王
子
市
郷
土
資
料
館
だ
よ
り
』

№
1

中�

央
公
論
社 

一
九
七
七 『
三
田
村
鳶
魚
全
集
』
第
二
六
巻 （
日
記
〈
中
〉）

小�

池
龍
三 

一
九
七
八 

「
八
王
子
の
車
人
形
」『
多
摩
の
あ
ゆ
み
』
第
一
〇
号 

多
摩
中

央
信
用
金
庫 

川�

尻
泰
司 

一
九
七
八 『
わ
た
し
た
ち
の
人
形
劇
』
国
土
社

国�

立
劇
場
文
楽
協
会 

一
九
七
八 

『
第
四
期
文
楽
研
修
生
発
表
会 

昭
和
五
十
四
年
二

月
二
十
五
日
（
二
時
開
演
）
国
立
劇
場
小
劇
場
』 

国
立
劇
場
文
楽
協
会

国�
立
劇
場
文
楽
協
会 

一
九
七
八 

『
第
三
期
文
楽
研
修
生
発
表
会 

昭
和
五
十
三
年
二

月
二
十
六
日
（
一
時
開
演
）
国
立
劇
場
小
劇
場
』
国
立
劇
場
文
楽
協
会

早�

稲
田
大
学
坪
内
博
士
記
念
演
劇
博
物
館 

一
九
七
八 『
演
劇
博
物
館
五
十
年
』

色�

川
大
吉 
一
九
七
九 「
絹
の
道
の
賑
わ
い
」『
明
治
大
正
図
誌 

７
』
筑
摩
書
房

小�

西
四
郎 

一
九
七
九 『
図
説 

昭
和
の
歴
史 

1 

昭
和
史
の
原
像
』 

集
英
社

鈴�

木
信
太
郎 

一
九
七
九
「
八
王
子
車
人
形
」『
日
本
の
人
形 

古
典
人
形
の
美
／
郷
土
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人
形
図
鑑
／
人
形
に
会
う
旅
』　

読
売
新
聞
社

八�

王
子
百
景
を
描
く
会 

一
九
七
九 

「
車
人
形
（
清
姫
道
行
）」（
絵
画　

高
橋
清
和
）

『
八
王
子
百
景
を
描
く
会
』
東
京
新
聞
シ
ョ
ッ
パ
ー
社

村�
上
直
・
沼
謙
吉 

一
九
七
九 『
わ
が
町
の
歴
史
・
八
王
子
』
文
一
総
合
出
版

調�
布
市
郷
土
博
物
館 

一
九
八
〇 『
調
布
（
た
づ
く
り
）
展
』
調
布
市
郷
土
博
物
館

廣�

瀬
艶
子 
一
九
八
〇 『
糸
繰
り
草 

八
王
子
・
町
角
の
今
昔
』

山�

田
庄
一
一
九
八
〇
『
か
し
ら 

日
本
の
人
形
芝
居
』
立
風
書
房

朝�

日
新
聞
東
京
本
社
企
画
部
編 

一
九
八
一 

『
生
き
て
い
る
人
形
芝
居
展　

図
録
』 

朝

日
新
聞
社

佐�

藤
広 

一
九
八
一 

「
人
形
遣
い
丹
沢
翁
聞
書
」『
桑
都
民
俗
の
会
月
報
』
二
四　

桑

都
民
俗
の
会

自�

由
民
権
百
年
高
知
県
記
念
事
業
実
行
委
員
会 

一
九
八
一 

『
自
由
民
権
百
年
記
念
展

要
覧
』 

自
由
民
権
百
年
高
知
県
記
念
事
業
実
行
委
員
会

自�

由
民
権
百
年
全
国
集
会
実
行
委
員
会 
一
九
八
一 

『
自
由
民
権
百
年
』
自
由
民
権
百

年
全
国
集
会
実
行
委
員
会

星�

野
サ
エ 

一
九
八
一　
「
人
情
味
あ
ふ
れ
る
村
　々

―
南
関
東
地
方
―
」『
生
き
て
い

る
人
形
芝
居
展　

図
録
』
朝
日
新
聞
社

町�

田
市
立
博
物
館 

一
九
八
一 『
武
相
の
民
俗
芸
能
展
』 
町
田
市
立
博
物
館
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永�

井
啓
夫 

一
九
八
二 『
え
と
く
―
紙
芝
居
・
の
ぞ
き
か
ら
く
り
・
写
し
絵
の
世
界
―
』 

白
水
社

梅�

田
和
子 

一
九
八
三 「
奥
多
摩
町
川
野
の
人
形
芝
居
首
（
か
し
ら
）
に
つ
い
て
」『
多

摩
の
あ
ゆ
み
』
第
三
三
号　

多
摩
中
央
信
用
金
庫

久�

米
井
亮
江 

一
九
八
三 『
晩
春
譜 

武
蔵
車
人
形
』 

研
究
社
印
刷
株
式
会
社

埼�

玉
県
立
民
俗
文
化
セ
ン
タ
ー
編 

一
九
八
三 

『
埼
玉
県
人
形
芝
居
用
具
緊
急
調
査
報

告
書 

埼
玉
の
人
形
芝
居
用
具
（
下
巻
）』、
埼
玉
県
教
育
委
員
会

須�

井
二
郎 

一
九
八
三 「
随
想 

車
人
形
」『
多
摩
の
あ
ゆ
み
』
第
三
三
号 

多
摩
中
央
信

用
金
庫

杉�

田
芳
春 

一
九
八
三　
「
奥
多
摩
町
「
川
野
の
車
人
形
」『
多
摩
の
あ
ゆ
み
』
第
三
三

号 

多
摩
中
央
信
用
金
庫

東�

京
都
教
育
庁
生
涯
学
習
文
化
課 

一
九
八
三 

『
ふ
る
さ
と
め
ぐ
り 

親
子
で
た
ず
ね

る
東
京
の
文
化
財
』

永�

田
衡
吉 

一
九
八
三 『
生
き
て
い
る
人
形
芝
居
』 

錦
正
社

八�

王
子
車
人
形
・
説
経
浄
瑠
璃
の
会 

一
九
八
三 『
車
人
形
』 

新
門
出
版
社

八�

王
子
車
人
形
・
説
経
浄
瑠
璃
の
会 

一
九
八
三 『
説
経
浄
瑠
璃
・
車
人
形
・
写
し
絵
』 

八
王
子
車
人
形
・
説
経
浄
瑠
璃
の
会

八�

王
子
市
郷
土
資
料
館 

一
九
八
三 

『
特
別
展
図
録 

東
京
の
娯
楽
―
多
摩
地
域
を
中

心
と
し
て
―
』

八�

王
子
市
郷
土
資
料
館 

一
九
八
三 『
八
王
子
市
郷
土
資
料
館
15
年
史
』

本�

田
安
次 

一
九
八
四 『
東
京
都
民
俗
藝
能
誌 

上
巻
』 

錦
正
社

西�

角
井
正
大 

一
九
八
五 

「
車
人
形
の
話
」『
民
俗
芸
能
公
演
プ
ロ
グ
ラ
ム
』
第
一
八

号 

埼
玉
県
立
民
俗
文
化
セ
ン
タ
ー

古�

谷
博 

一
九
八
五 『
八
王
子
の
近
代
史
』
か
た
く
ら
書
店

小�

笠
原
幹
夫 

一
九
八
六 

「
芝
居
に
み
る
自
由
民
権
」『
日
本
近
代
文
学
』
第
三
七
集　

日
本
近
代
文
学
会

川�

尻
泰
司
一
九
八
六
『
日
本
人
形
劇
発
達
史
・
考
』
晩
成
書
房

斎�

藤
清
二
郎 

一
九
八
六　
『
か
し
ら
／
人
形
浄
瑠
璃
の
首
』 

岩
崎
美
術
社

国�

立
劇
場
事
業
部 

一
九
八
六
「
国
立
劇
場
第
四
十
八
回　

民
俗
芸
能
公
演
日
本
の
民

俗
劇
と
人
形
芝
居
の
系
譜　

車
人
形
と
説
経
節
」
国
立
劇
場
事
業
部

色�

川
大
吉 

一
九
八
七 『
明
治
精
神
史
（
上
）』
講
談
社
学
術
文
庫
、
講
談
社

植�

松
森
一 

一
九
八
七
『
郷
土 

夕
焼
け
の
里
』
文
成
社

小�

林
源
次
郎 

一
九
八
七 『
写
し
絵
』 

中
央
大
学
出
版
部

桜�

沢
一
昭 

一
九
八
七 

「
鳶
魚
再
見
―
三
田
村
玄
竜
と
中
里
介
山
―
」『
多
摩
の
あ
ゆ

み
』
第
四
三
号　

多
摩
中
央
信
用
金
庫

鈴�

木
信
太
郎 

一
九
八
七  『
美
術
の
足
音 

今
は
昔
』 

博
文
館
新
社

八�

王
子
市
教
育
委
員
会 

一
九
八
七 『
八
王
子
の
歴
史
と
文
化
』
八
王
子
市
教
育
委
員
会

三�

芳
町 

一
九
八
七 『
三
芳
の
歴
史
』
三
芳
町

志�

茂
甲
子
男　

一
九
八
八 「
車
人
形
の
頭
」『
槐
（
え
ん
じ
ゅ
）』（
同
人
雑
誌
）

川�

口
地
区
社
教
郷
土
史
研
究
会
十
周
年
記
念
誌
編
集
委
員
会 

一
九
八
八
『
川
口
の
郷

土
史
』
川
口
地
区
社
教
郷
土
史
研
究
会
十
周
年
記
念
誌
編
集
委
員
会　

清
水
工
房

八�

王
子
市
郷
土
資
料
館 

一
九
八
八 『
八
王
子
市
郷
土
資
料
館
だ
よ
り
』
№
34

宮�
尾
與
男 

一
九
八
八 

「
車
人
形
（
東
京
）
―
一
人
遣
い
の
人
形
」『
国
文
学
解
釈
と

鑑
賞
』
五
三
―
五　

至
文
堂

梅�

田
和
子 
一
九
八
九 

「
現
行
の
説
経
節
と
先
行
の
説
経
節
」『
多
摩
の
あ
ゆ
み
』
第

五
七
号　

多
摩
中
央
信
用
金
庫

小�

沢
勝
美 

一
九
八
九 

「
多
摩
地
方
の
説
経
浄
瑠
璃
の
系
譜
」『
多
摩
の
あ
ゆ
み
』
第

五
七
号 

多
摩
中
央
信
用
金
庫

杉�

田
芳
春 

一
九
八
九 「
奥
多
摩
町
・
川
野
車
人
形
の
歴
史
と
現
況
」『
多
摩
の
あ
ゆ
み
』
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第
五
七
号　

多
摩
信
用
金
庫

佐�

藤
和
代 

一
九
八
九 

「
八
王
子
車
人
形
の
研
究
―
説
経
〈
小
栗
判
官
〉
矢
取
の
段
の

正
本
の
検
討
を
中
心
に
―
」『
成
城
大
学
近
世
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
会
報
』
七　

近
世
ゼ

ミ
ナ
ー
ル
Ｏ
Ｂ
会

法�
政
大
学 

多
摩
の
歴
史
・
文
化
・
自
然
環
境
研
究
会
（
編
集
代
表
）
小
沢
勝
美
・

宮
川
孝
之 

一
九
八
九　
『
日
本
文
化
の
伏
流　

民
衆
芸
能　

説
経
節
集
［
解
説
書　

上
巻
、
下
巻
］』
C
Ｄ
付　

法
政
大
学
多
摩
地
域
社
会
研
究
セ
ン
タ
ー

宮�

川
孝
之 

一
九
八
九 

「
八
王
子
車
人
形
と
説
経
節
」『
多
摩
の
あ
ゆ
み
』
第
五
七
号　

多
摩
信
用
金
庫

植�

松
森
一 

一
九
九
〇 『
続　

郷
土
夕
焼
け
の
里
』
文
成
社

下�

島
彬 

一
九
九
〇 

『
多
摩
の
伝
統
技
芸
・
１
』
中
央
大
学
出
版
部
（
新
車
人
形
に
取

り
組
む
西
川
古
柳
一
座　

pp. 
1
―
21
）

西�

角
井
正
大 

一
九
九
〇 

「
八
王
子
車
人
形
の
新
展
開
を
お
手
伝
い
」『
日
本
人
形
劇

人
』
五
〇　

日
本
人
形
劇
人
協
会

八�

王
子
市
郷
土
資
料
館 

一
九
九
〇 『
八
王
子
市
郷
土
資
料
館
だ
よ
り
』
№
40

宮�

川
孝
之 

一
九
九
〇 『
八
王
子
車
人
形
（
宮
川
孝
之
写
真
集
）』 

ぎ
ょ
う
せ
い

奥�

多
摩
町
教
育
委
員
会 

一
九
九
一 

「
川
野
車
人
形
」『
奥
多
摩
町
の
文
化
財
』　

奥
多

摩
町
教
育
委
員
会

酒�

井
久 

一
九
九
一 「
川
野
の
車
人
形
台
湾
公
演
に
同
行
し
て
」『
郷
土
研
究
』
第
二
号

佐�

藤
広 

一
九
九
一 

「
八
王
子
車
人
形
・〈
夕
笛
〉
の
公
演
を
終
え
て
」『
八
王
子
市
郷

土
資
料
館
だ
よ
り
』
四
一 

八
王
子
市
郷
土
資
料
館　

八�

王
子
市
郷
土
資
料
館 

一
九
九
一 『
八
王
子
市
郷
土
資
料
館
だ
よ
り
』
№
42

朝�

日
新
聞
社 

一
九
九
二 

「
車
人
形
に
吹
き
込
ま
れ
た
ス
ペ
イ
ン
の
情
熱
」『
ア
サ
ヒ

グ
ラ
フ
』 

七
月
二
四
日
号　

朝
日
新
聞
社

中�

村
規 

一
九
九
二　
『
江
戸
東
京
の
民
族
芸
能
４　

田
楽
・
田
遊
び
・
地
狂
言
ほ
か
』

主
婦
の
友
社

沼�

謙
吉 

一
九
九
二 

「
桑
都
八
王
子
の
歴
史
」『
多
摩
歴
史
街
道
』
相
武
国
道
25
周
年

記
念
誌
編
集
委
員
会

宇�

野
小
四
郎 

一
九
九
三 

「
車
人
形
と
乙
女
文
楽
」『
車
人
形
と
乙
女
文
楽
―
三
人
遣

い
に
学
ん
だ
一
人
遣
い
―
』 

国
立
劇
場

恩�

方
の
歴
史
を
知
る
会 

一
九
九
三　
『
恩
方
の
歴
史
年
表
』
恩
方
の
歴
史
を
知
る
会

石�

井
丑
之
助 

一
九
九
四 『
車
偶
庵
の
郷
土
玩
具
』
国
書
刊
行
会

佐�

藤
高 

一
九
九
四 『
ふ
る
さ
と
東
京 

民
俗
芸
能
［
二
］』 

朝
文
社

赤�

羽
英
子 

一
九
九
五　
「
説
経
節
の
会
の
活
動
と
将
来
」『
多
摩
の
あ
ゆ
み 

80
』
第

八
〇
号 

た
ま
し
ん
地
域
文
化
財
団

秋�

谷
治 

一
九
九
五 

「
説
経
節
の
遠
近
～
歴
史
的
地
域
的
変
遷
と
現
状
及
び
影
響
～
」

『
多
摩
の
あ
ゆ
み
』
第
八
〇
号 

た
ま
し
ん
地
域
文
化
財
団

岩�

本
行
雄 

一
九
九
五 

「
八
王
子
車
人
形
に
つ
い
て
」『
由
比
野
』
第
六
号　

元
八
王

子
歴
史
研
究
会

梅�

田
和
子 

一
九
九
五 

「
十
代
目
薩
摩
若
太
夫 

内
田
総
淑
の
芸
と
そ
の
系
譜
」『
多
摩

の
あ
ゆ
み
』
第
八
〇
号 

た
ま
し
ん
地
域
文
化
財
団

久�

保
喜
一 

一
九
九
五 

「
川
口
村
の
写
し
絵
～
玉
川
馬
蝶
の
こ
と
な
ど
～
」『
多
摩
の

あ
ゆ
み
』
第
八
〇
号 

た
ま
し
ん
地
域
文
化
財
団

小�

泉
栄
一 

一
九
九
五 

「
鑓
水
村
の
説
経
浄
瑠
璃
」『
多
摩
の
あ
ゆ
み
』
第
八
〇
号 

た

ま
し
ん
地
域
文
化
財
団

小�

花
波
平
六 

一
九
九
五 「
五
代
目
薩
摩
若
太
夫
・
諏
訪
仙
之
助
」『
多
摩
の
あ
ゆ
み
』

第
八
〇
号 

た
ま
し
ん
地
域
文
化
財
団

佐�

藤
広 

一
九
九
五 『
八
王
子
の
民
俗
』 

揺
籃
社

佐�

藤
広 

一
九
九
五 「
説
経
節
を
語
る
人
々
～
八
王
子
の
説
経
語
り
に
接
し
て
～
」『
多

摩
の
あ
ゆ
み
』
第
八
〇
号 

た
ま
し
ん
地
域
文
化
財
団

芝�

綾
子 

一
九
九
五 

「
十
代
目
薩
摩
若
太
夫
」『
多
摩
の
あ
ゆ
み
』
第
八
〇
号 

た
ま
し

ん
地
域
文
化
財
団

原�

嘉
文 

一
九
九
五 

「
西
多
摩
の
芸
能
史
断
章
」『
多
摩
の
あ
ゆ
み
』
第
八
〇
号 

た
ま

し
ん
地
域
文
化
財
団

本�

田
安
次 

一
九
九
五 

「
十
代
目
薩
摩
若
太
夫
の
思
い
出
」『
多
摩
の
あ
ゆ
み
』
第

八
〇
号 

た
ま
し
ん
地
域
文
化
財
団

松�

本
富
雄 

一
九
九
五 

「
竹
間
沢
車
人
形
に
残
る
説
経
浄
瑠
璃
の
床
本
」『
多
摩
の
あ

ゆ
み
』
第
八
〇
号 

た
ま
し
ん
地
域
文
化
財
団

三�

隅
治
雄 

一
九
九
五 

「
説
経
節
流
転
」『
多
摩
の
あ
ゆ
み
』
第
八
〇
号 

た
ま
し
ん
地

域
文
化
財
団

宮�

川
孝
之
・
佐
藤
広
・
秋
谷
治 

一
九
九
五 

『
小
栗
判
官
の
世
界
』
第
五
回
全
国
を
ぐ

り
サ
ミ
ッ
ト
「
八
王
子
人
形
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」 

実
行
委
員
会

若�

松
小
若
太
夫 

一
九
九
五 

「
埼
玉
県
西
部
の
説
経
節
の
資
料
に
つ
い
て
」『
多
摩
の

あ
ゆ
み
』
第
八
〇
号 

た
ま
し
ん
地
域
文
化
財
団

渡�
辺
嘉
平 

一
九
九
五 「
宮
様
と
車
人
形
」『
山
村
の
詩
』
か
た
く
ら
書
店
新
書
42

秋�
谷
治 
一
九
九
六 「
説
経
祭
文
の
江
戸
期
資
料
小
考
」『
一
橋
論
叢
』
日
本
評
論
社

中�

里
介
山 
一
九
九
六 『
大
菩
薩
峠
16
』（
全
20
巻
）（
新
月
の
巻
）　

筑
摩
書
房

西�

川
古
柳
襲
名
披
露
実
行
委
員
会 

一
九
九
六 

『
八
王
子
車
人
形
―
五
代
目　

西
川
古

柳
襲
名
披
露
公
演
―
』
西
川
古
柳
襲
名
披
露
実
行
委
員
会

は�

ち
お
う
じ
車
人
形
研
究
会 

一
九
九
六 

『
東
京
に
残
る
江
戸
・
人
形
芝
居
の
世
界　
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八
王
子
車
人
形
』　

の
ん
ぶ
る
舎

八�

王
子
市
教
育
委
員
会 

一
九
九
六 「
は
ち
お
う
じ
の
教
育
」
第
二
〇
号

東�
京
都
教
育
庁
生
涯
学
習
文
化
課 

一
九
九
七 

『
東
京
の
文
化
財
』
第
七
三
号
（
人
形

遣
い
の
技
を
伝
え
る
八
王
子
車
人
形
（
西
川
古
柳
座
）
と
糸
あ
や
つ
り
（
結
城
座
））

八�
王
子
車
人
形
・
学
生
ジ
ョ
イ
ン
ト
公
演
実
行
委
員
会 

一
九
九
七 

『
八
王
子
車
人

形
・
学
生
ジ
ョ
イ
ン
ト
公
演
（
八
王
子
市
学
園
都
市
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン
記
念　

八
王
子
車
人
形　

国
記
録
無
形
民
俗
文
化
財
選
択
記
念
）』　

八
王
子
市
教
育
委
員

会　

社
会
教
育
課

柿�

本
蓮
生 

一
九
九
八 
「
八
王
子
車
人
形
に
つ
い
て
」『
ソ
ー
ダ
と
塩
素
』
日
本
ソ
ー

ダ
工
業
会

東�

京
都
江
戸
東
京
博
物
館 
一
九
九
九 

『
川
野
の
車
人
形　

調
査
と
映
像
記
録　

映
像

音
響
資
料
制
作
に
伴
う
調
査
報
告　

3
』
財
団
法
人
東
京
都
歴
史
文
化
財
団

下�

中
座 

一
九
九
八 

『
相
模
人
形
芝
居
下
中
座
の
あ
ゆ
み
: 

国
指
定
重
要
無
形
民
俗

文
化
財
』 

相
模
人
形
芝
居
下
中
座

菅�

原
靖 

一
九
九
八 

「
八
王
子
車
人
形
「
八
百
屋
お
七
」」（
版
画
、
表
紙
絵
）『
八
王

子
の
八
王
子
市
民
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
チ
ャ
ン
ネ
ル 

O
n
e 

T
w
o 

え
い

と　

こ
の
号
』　

え
い
と
舎

沼�

謙
吉 

一
九
九
八 

「
車
人
形 

（
八
王
子
市
・
奥
多
摩
町
）」『
郷
土 

東
京
の
歴
史
』、

北
原
進
編

八�

王
子
車
人
形
後
援
会 

一
九
九
八
―
二
〇
一
六
「
八
王
子
車
人
形
後
援
会
」
№
1
～

33
（
7
、
10
、
22
～
27
が
2
0
1
7
年
3
月
現
在
欠
落
し
て
い
る
）

樋�

口
豊
治 

一
九
九
八 『
市
民
の
た
め
の
八
王
子
の
歴
史
』

秋�

谷
治 

一
九
九
九 

「
説
経
節
〈
小
栗
判
官
〉
の
鬼
鹿
毛
」『
多
摩
の
あ
ゆ
み
』
第

九
五
号 

た
ま
し
ん
地
域
財
団

東�

京
都
江
戸
東
京
博
物
館 

一
九
九
九
『
川
野
の
車
人
形 

調
査
と
映
像
記
録
映
像
音

響
資
料
制
作
に
伴
う
調
査
報
告　

3
』

西�

角
井
正
大　

一
九
九
九　
「
車
人
形
」『
日
本
民
俗
大
辞
典　

上
』
吉
川
弘
文
館

沼�

謙
吉 

一
九
九
九 「
多
摩
村
の
車
人
形
」『
多
摩
市
史 

通
史
編
二 

近
現
代
』
多
摩
市

発
行
一
二
五
巻
四
号　

日
本
評
論
社　

三�

田
村
鳶
魚 

一
九
九
九 『
人
形
芝
居
と
能
』
中
央
公
論
新
社

沼�

謙
吉 

二
〇
〇
〇 

「
八
王
子
車
人
形
と
秋
山
国
三
郎
」『
郷
土
史
』
第
二
二
号　

川

口
地
区
社
数
郷
土
史
研
究
会

秋�

谷
治 

二
〇
〇
一　
「
芸
能
の
流
転
―
説
経
節
の
場
合
―
」『
一
橋
論
叢
』
日
本
評
論
社

秋�

間
健
郎 

二
〇
〇
二 

「［
講
演
］
地
域
に
根
ざ
し
た
文
化
活
動
―
恩
方
村
を
事
例
と

し
て
―
」『
郷
土
資
料
館
研
究
紀
要　

八
王
子
の
歴
史
と
文
化
』
第
一
四
号　

八

王
子
市
教
育
委
員
会

大�

谷
津
早
苗
・
安
蔵
裕
子 

二
〇
〇
二
「
矢
崎
家
所
蔵
人
形
浄
瑠
璃
の
か
し
ら
・
衣
裳

に
つ
い
て
」
港
区
立
港
郷
土
資
料
館
『
研
究
紀
要
7
』

八�

王
子
車
人
形
後
援
会
編 

二
〇
〇
二 

『
う
な
づ
き　

宗
家
・
西
川
柳
峰
追
悼
誌
』
ふ

こ
く
出
版

小�

澤
勝
美 

二
〇
〇
三 

「
多
摩
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

伝
統
芸
能
の
現
在
―
多
摩
の
文
化
と

風
土
―
」『
法
政
大
学
多
摩
地
域
社
会
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
年
報
』
第
七
号 

法
政

大
学
多
摩
地
域
社
会
研
究
セ
ン
タ
ー

佐�

藤
広 

二
〇
〇
三 

「
歴
史
行
政
事
始
―
市
民
と
の
協
働
の
場
を
求
め
て
ー
」『
郷
土

資
料
館
研
究
紀
要　

八
王
子
の
歴
史
と
文
化
』
第
一
五
号 

八
王
子
市
郷
土
資
料
館

小�

谷
悦
子 

二
〇
〇
五 『
三
田
村
鳶
魚
研
究
の
軌
跡
』 

中
央
公
論
事
業
出
版

佐�

藤
広 

二
〇
〇
五 

「
地
域
文
化
と
し
て
の
八
王
子
車
人
形
」『
中
央
評
論
』
二
五
三 

中
央
大
学

佐�

藤
広 

二
〇
〇
五 

「
坪
内
逍
遥
と
八
王
子
車
人
形
―
逍
遥
日
記
か
ら
―
」『
桑
都
民

俗
』
第
二
三
号 

桑
都
民
俗
の
会

佐�

藤
広 

二
〇
〇
五 

「
八
王
子
車
人
形
の
保
存
伝
承
と
そ
の
環
境
整
備
」『
法
政
大
学

地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
叢
書
５ 

歴
史
的
環
境
の
形
成
と
地
域
づ
く
り
』
名
著
出
版

浅�

沼
塁 

二
〇
〇
六 「
八
王
子
時
代
の
信
太
郎
」『
親
密
な
空
間 

色
彩
の
旅
人 

鈴
木
信

太
郎
展
』 

そ
ご
う
美
術
館

澤�

井
万
七
美 

二
〇
〇
六 

「「
東
京
文
楽
」
と
「
義
太
夫
人
形
座
」
―
四
世
吉
田
国
五

郎
と
吉
田
新
三
郎
の
足
跡
―
」『
藝
能
史
研
究
』
№
1
7
3　

藝
能
史
研
究
会

説�

経
節
の
会 

二
〇
〇
六 

『
説
経
節
の
会
二
〇
周
年
記
念
誌　

説
経
太
夫
列
伝
―
聞
き

書
き
集
―
』
坂
田
宏
之
編
集　

説
経
節
の
会

安�

藤
俊
次
・
平
野
井
ち
え
子
・
梶
裕
史 

二
〇
〇
七 

「
江
戸
庶
民
の
娯
楽
を
考
え
る
―

人
間
環
境
セ
ミ
ナ
ー
「
江
戸
庶
民
の
娯
楽
」
を
終
え
て
―
」 

法
政
大
学
学
術
機
関

リ
ポ
ジ
ト
リ

加�

藤
暁
子 

二
〇
〇
七 『
日
本
の
人
形
劇
1
8
6
7
―
2
0
0
7
』 

法
政
大
学
出
版
局

佐�

藤
広 

二
〇
〇
七 「
世
界
に
発
信
す
る
東
京
の
伝
統
芸 

八
王
子
車
人
形
の
誕
生
」『
図

説 

八
王
子
・
日
野
の
歴
史
』
峰
岸
純
夫
監
修　

郷
土
出
版
社

説�
経
節
の
会 

二
〇
〇
七 

「
恩
方
の
説
経
、
芸
を
残
す
と
い
う
こ
と
は
・
・
・　

語
り

手
四
代
目
西
川
古
柳
」『
説
経
節
の
会
二
〇
周
年
記
念
誌　

説
経
太
夫
列
伝　

―

聞
き
書
き
集
―
』
説
経
節
の
会

八�

王
子
市
郷
土
資
料
館 

二
〇
〇
七 『
特
別
展 

写
し
絵
・
車
人
形
・
説
経
節
』

サ�

ン
メ
デ
ィ
ア 
二
〇
〇
八 『
古
今
人
』
八
月
号

清�

水
正
之 

二
〇
〇
八 
「
佐
藤
孝
太
郎
先
生
と
京
王
多
摩
文
化
会
―
史
蹟
探
訪
の
草
分
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け
―
」『
多
摩
の
あ
ゆ
み
』
第
一
三
二
号

石�

川
博
司 

二
〇
〇
九 『
獅
子
舞
雑
記
ノ
ー
ト
27
』
多
摩
獅
子
の
会

菊�

池
明 

二
〇
〇
九 

「
三
田
村
鳶
魚
翁
と
「
明
治
大
正
人
物
月
旦
」『
三
田
村
鳶
魚
翁

遺
稿　

明
治
大
正
人
物
月
旦
』
菊
池
明
編
集　

逍
遥
協
会

久�
保
喜
一 

二
〇
〇
九 

『
写
し
絵
日
記　

明
治
の
写
し
絵
師
・
玉
川
馬
蝶
の
興
行
の
記

録
』　

清
水
工
房

三�

田
村
鳶
魚 
二
〇
〇
九 『
三
田
村
鳶
魚
遺
稿 

明
治
大
正
人
物
月
旦
』
菊
池
明
編
集
、

逍
遥
協
会
（「
吉
田
冠
十
郎
―
江
戸
操
の
名
残
り
」）

柳�

澤
和
子 

二
〇
〇
九 
「
大
正
十
三
年
の
車
人
形
東
京
公
演
を
め
ぐ
る
鳶
魚
と
逍
遥
―

坪
内
逍
遥
と
三
田
村
鳶
魚
の
日
記
を
た
ど
っ
て
―
」
三
田
村
鳶
魚
『
三
田
村
鳶
魚

遺
稿　

明
治
大
正
人
物
月
旦
』
菊
池
明
編
集
、
逍
遥
協
会

笹�

子
追
分
人
形
保
存
会　

二
〇
一
〇　

Ｐ
Ｒ
誌
「
笹
子
追
分
人
形
」
山
梨
県
無
形
民

俗
文
化
財
指
定
笹
子
追
分
人
形
保
存
会

安�

藤
俊
次 

二
〇
一
一 

「
説
経
節
『
日
高
川
入
相
桜
』
を
巡
っ
て 

―
詞
章
研
究
― 

」　

法
政
大
学
学
術
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ

西�

川
古
柳
解
説 

二
〇
一
一 

『
八
王
子
車
人
形 
挿
絵
で
綴
る
演
目
解
説
』
挿
絵
／
長

谷
川
道
子 

八
王
子
車
人
形
後
援
会
編
集 

八
王
子
車
人
形
西
川
古
柳
座

京�

王
電
鉄
株
式
会
社 

二
〇
一
二 

『
歴
史
と
文
化
を
訪
ね
て
―
京
王
文
化
探
訪
二
十
年

の
歩
み
―
』 

京
王
電
鉄
株
式
会
社

東�

京
都
教
育
庁
地
域
教
育
支
援
部
管
理
課
二
〇
一
二
『
東
京
都
の
民
俗
芸
能　

―
東

京
都
民
俗
芸
能
調
査
報
告
書
―
』

八�

王
子
市
市
史
編
集
専
門
部
会
民
俗
部
会 

二
〇
一
二 

『
新
八
王
子
市
史
民
俗
調
査
報

告
書 

第
１
集 

八
王
子
市
西
部
地
域 

恩
方
の
民
俗
』 

八
王
子
市
総
合
政
策
部
市
史

編
さ
ん
室

細�

田
明
宏 

二
〇
一
二 

「
文
楽
式
人
形
操
法
に
お
け
る
「
情
」
の
表
現
と
カ
シ
ラ
の
演

技
―
八
王
子
車
人
形
に
お
け
る
操
法
の
使
い
分
け
を
手
が
か
り
に
し
て
」『
帝
京

大
学
文
学
部
紀
要　

日
本
文
化
学
』
第
四
三
号

宮�

川
孝
之 

二
〇
一
二 『
新　

八
王
子
の
人
び
と
』
揺
籃
社

揺�

籃
社 

二
〇
一
二 『
は
ち
と
ぴ 

特
集
八
王
子
車
人
形
』
第
二
〇
号 

揺
籃
社

か�

わ
せ
み
通
信 

二
〇
一
三 「
公
演
記
録
集
「
八
王
子
車
人
形
と
民
俗
芸
能
の
公
演
」」

か
わ
せ
み
通
信
社

多�

摩
大
学
経
営
情
報
学
部 

社
会
工
学
研
究
会 

二
〇
一
三 

「
三
多
摩
壮
士
は
な
ぜ
生
ま

れ
た
の
か
～
自
由
民
権
運
動
に
み
る
多
摩
の
D
N
A
～
」
多
摩
学
電
子
新
書
vol. 

17

沼�

謙
吉 

二
〇
一
三 『
武
相
近
代
史
論
集 

―
八
王
子
・
津
久
井
を
中
心
に
―
』 

揺
籃
社

（
八
王
子
車
人
形
事
始
め 

―
初
代
西
川
柳
時
の
〝
覚
え
書
き
〟）

細�

田
明
宏 

二
〇
一
三 

「
新
車
人
形
車
人
形
と
新
車
人
形 

―
八
王
子
車
人
形
・
五
代
目

西
川
古
柳
氏
に
聞
く
―
」『
八
王
子
市
史
研
究
』
第
三
号
八
王
子
市
史
編
さ
ん
室

本�

木
達
也 

二
〇
一
三 『
八
王
子
だ
る
ま
の
作
者 

井
上
竹
次
郎
伝
』
鳥
影
社

安�

藤
俊
次 

二
〇
一
四 

「
説
経
節
『
道
中
膝
栗
毛 

赤
坂
並
木
の
段
』
を
巡
っ
て
」
法

政
大
学
学
術
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ

説�

経
節
の
会 

二
〇
一
五 『
説
経
節
研
究
―
歴
史
資
料
編
―
』 

方
丈
堂
出
版

説�

経
節
の
会
研
究
部 

二
〇
一
五 『
説
教
節
入
門
』
説
経
節
の
会

瀬�

沼
恭
子 

二
〇
一
五 

「
車
人
形
の
家
元
に
連
れ
添
っ
て
」『
聞
き
書
き
で
綴
る 

八
王

子
の
女
性
史
』 

八
王
子
女
性
史
サ
ー
ク
ル

沼�

謙
吉 

二
〇
一
五 

「
八
王
子
車
人
形
と
秋
山
国
三
郎
」『
説
経
節
研
究
―
歴
史
資
料

編
―
』
説
経
節
の
会
編
集 

方
丈
出
版

昭�

和
女
子
大
学
光
葉
博
物
館 

二
〇
一
六 『
相
模
人
形
芝
居
の
世
界
』

帝�

京
大
学
総
合
博
物
館
編 

二
〇
一
六 

『
世
界
に
は
ば
た
く
―
伝
統
人
形
芝
居
―　

八

王
子
車
人
形
の
世
界
』

帝�

国
書
院 

二
〇
一
六 『
社
会
科 

中
学
生
の
歴
史
』
帝
国
書
院

五�

味
元 

二
〇
一
七 

「
説
経
節
考
察
―
庶
民
芸
能
の
視
点
か
ら
」『
説
経
節
の
会
通
信

№
一
五
八
』
説
経
節
の
会

佐�

藤
広 

二
〇
一
七 

「
説
経
節
と
車
人
形
・
写
し
絵
」『
新
八
王
子
市
史　

民
俗
編
』

八
王
子
市
史
編
纂
委
員
会

説�

経
節
の
会 

二
〇
一
七
『
説
経
節
研
究　

物
語
編
「
三
庄
太
夫
」』
せ
り
か
書
房

八�

王
子
市
史
編
集
委
員
会
編 

二
〇
一
七
『
新
八
王
子
市
史　

通
史
編
4　

近
世

（
下
）』
八
王
子
市

八�

王
子
市
史
編
集
委
員
会
編 

二
〇
一
七 『
新
八
王
子
市
史　

民
俗
編
』
八
王
子
市

服�

部
真
理 

二
〇
一
七
「「
八
王
子
車
人
形
」
の
初
期
の
三
番
叟
に
つ
い
て
」『
八
王
子

市
文
化
財
年
報
』
第
一
〇
号
、
八
王
子
市
教
育
委
員
会

大�

谷
津
早
苗 

二
〇
一
八 

「
車
偶
庵
民
俗
文
化
資
料
館
旧
蔵 

伝 

相
模
人
形
芝
居
牧
野
人

形
の
か
し
ら
」『
昭
和
女
子
大
学
文
化
史
研
究
』 

二
一
昭
和
女
子
大
学
文
化
史
学
会

蒲�

生
郷
昭 

二
〇
一
九 「
後
期
説
経
を
め
ぐ
っ
て
―
再
興
か
ら
『
江
戸
時
代
音
楽
通
解
』

ま
で
―
」『
楽
劇
学
』
第
二
六
号

久�
保
喜
一 

二
〇
一
九　
『
川
口
む
か
し
む
か
し
』
清
水
工
房

公�
益
財
団
法
人
全
日
本
郷
土
芸
能
協
会 

二
〇
一
九
『
奈
佐
原
文
楽
調
査
報
告
書
』
文

化
庁
文
化
財
第
一
課

さ�

げ
さ
か
の
り
こ 
二
〇
一
九 

『
か
え
っ
て
き
た
竹
間
沢
車
人
形 

―
三
芳
町
・
伝
統

芸
能
を
よ
み
が
え
ら
せ
た
町
―
』（
絵
本
） 

三
芳
町
役
場

佐�

藤
広　

二
〇
一
九　
「
秋
山
国
三
郎
の
人
形
座
の
意
義
」『
は
ち
と
ぴ
』
№
42



付
録
資
料

367　　 

説�

経
節
の
会　

二
〇
一
九
『
薩
摩
派
説
経
節　

十
代
目
薩
摩
若
太
夫
集
』（
Ｃ
Ｄ
及

び
解
説
書
）
説
経
節
の
会

早�
野
慎
吾
編
著 

二
〇
一
九 

「
日
本
語
文
化
の
研
究
別
冊
3　

西
川
古
柳
座
」
五
代
目

西
川
古
柳
監
修 

立
川
言
語
文
化
研
究
会

八�
王
子
市 
二
〇
二
〇 

広
報
「
は
ち
お
う
じ
」
一
月
一
日
号　

特
集　

八
王
子
車
人
形


